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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜全体連絡事項＞

・有休届けですが、２０日付けで締め切りとなりますので有休を希望する方は期限を守り、提出してください。

・庶務管理室前の廊下ホワイトボードの整理を行ないました。また、委員会等で掲示する場合には、必ず庶務から『掲示可』のハンコをもらってから掲示するようにしてください。

・年末調整の源泉徴収表が総務に届いているので、各自総務へ受け取りに行ってください。また、今週は総務で渡しますが、来週からは財務に連絡してから本部に受け取りに行く事になります。

・PSW　病院ローテーション研修　１月１５日金沢　愛さんが終了となり、１月１６日からは山田　忍さんがローテーションに入っていますので、病棟での指導よろしくお願いします。

・１月２４日(火)、症例検討会を行ないます。今回は、医療保護入院患者様について行ないます。担当スタッフは各自打ち込みお願いします。

・１月１９日(木)１６:００～１７:００、食事サービス管理委員会があります。出席するスタッフは相間野Ｎｓと鶴ヶ崎ＣＷのどちらかにお願いします。また、同日の１４:００～１５:００、日清の試食会があり、佐藤主任が出席する予定になっています。

・ベッドマットカバーについて、年末に洗濯を行なっていますが、汚れが特にひどい方については交換を行なっていく事としています。

＜患者様連絡事項＞

・袴田　隆裕様～保護者選任書について「御家族が必要ないと思い捨てた」との事です。今後、入院形態の変更等の可能性も考えられる為、選任書の再発行を御家族に依頼する方向で勧めていきます。

・木村　忠史様～先週の主治医問診の際に、日中の眠気やふらつきの訴え聞かれ、今回の定期から下記内服薬が変更となっています。

セパゾン(2)→リスパダール(1)

　　　　　　　　　　ジプレキサ(10)→ネルボン(5)

夜間の睡眠状況、日中の睡意、歩行状態などについて観察・確認していきましょう。

・清水　　徹様～「歯が弱い。歯が悪い」等の異常体験に左右された発言聞かれ、今回の定期から下記内服薬が変更となっています。

リスパダール(1)→止め

　　　　　　　　　　セロクエル(100) 2Ｔ→追加処方

　　　　　　　　　　ヒベルナ(5) 1Ｔ→セロクエル(100) 2Ｔ

異常体験に左右された発言がないか確認･観察していきましょう.薬に対して被害的な様子見られている為、衝動行為、他者とのトラブル等ないよう注意して観察していきましょう。

· 駒木　洋士様～お父様が危篤状態との事で、急遽、明日外出予定となっています（10：　　　　　　　00～12：00）。担当医より許可が下りています。本人へも伝えています。　　　　　　　現在、精神状態の不安定さが見られています。外出出棟時は御家族へも　　　　　　　本人の状態を説明し、帰棟後の状態変化に注意していきましょう。

· 大下　良悦様～北病棟への転棟に関して、転棟するには外出・泊が禁止という事を守る　　　　　　　事が出来れば転棟可との主治医の方針を本人へ伝えています。本人は　　　　　　　　「いいです」と転棟の希望聞かれています。課長にその旨を報告したと　　　　　　　ころ、現在、理解力が低くレベルも落ちてきている為転棟は難しいの　　　　　　　　ではと助言を頂きました。その為北病棟への転棟は保留とし、今後も　　　　　　　　転棟に関して検討していく事としています。

　　　　　　　

＜転入患者様情報＞

・石切　久様(25)　統合失調症　措置入院　

担当医：安ヶ平　担当ＳＷ：水野　担当Ｎｓ：橘・相間野

　当院入院回数・・・１回目

　精神科入院通算・・１回

　（現病歴）

　　　Ｈ15.7.9に身体不調を主訴に八戸赤十字病院精神科を受診、神経症の診断で外来通院を開始するが不定期で、Ｈ16.9通院中断。Ｈ16.12.18幻覚妄想状態で八戸赤十字病院へ医療保護入院。退院後、通院継続していたが、昼夜逆転・放浪・滅裂言動あり、Ｈ17.3命令口調・眼光の鋭さ等も出現。Ｈ17.3.21、母親を金属バットで殴り殺害。以後、精神鑑定で心神喪失状態であったと鑑定され、Ｈ17.5.12当院へ措置入院となる。

　（入院経過）

　　　入院直後「兄の声が聴こえる」と幻聴について話したり、自室内にて放歌・他患者様への干渉多く見られているが、粗暴行為はない。現在、幻聴・妄想を言語表出なく、作為体験についても拒否されている。治療に対して、拒薬・プログラム参加拒否なく他者とのトラブルもないが、無為・自閉傾向あり、自室にこもりがちである。症状による他害行為なく、治療に対して拒否なく日常生活への支障なく経過している為、療養環境の変更目的にて東Ａユニットから西Ｂユニットへ転入。

　（ケアの方針）

　　　現在、陰性症状強く見られ、保清面に対しての認識に欠ける様子伺えています。保清面に対して、声掛け・促しを行なうとともになぜ必要なのか指導もしていきましょう。また、自室にこもりがちとの事なので、他患者様と交流深める・思っている事を言語化する目的としてＳＳＴの導入をしていきましょう。強制的に指示をすると反発する為、行なう際はスタッフも一緒に本人のペースに合わせながら行なうようにしましょう。

　　　食事：常食

　　　血圧：週１回（日曜日）

　　　皮膚科：なし

　　　作業：Ｂグループ

・板橋　雅勝様(61)　 統合失調症　医療保護入院

　　　　　　　　　　　　　担当医：安ヶ平　担当ＳＷ：水野　担当Ｎｓ：滝田・鶴ケ崎

　当院入院回数・・・１回目

　精神科入院通算・・０回

　（現病歴）

　　　Ｈ14より「ガスをかけられる。暴力団と警察の組織が自分の命を狙っている。」等の妄想が出現。Ｈ17.8初旬「ガソリンを半分しか使わない車でアメリカに行って発明する」と妄想に左右され、突然東京のアメリカ大使館へ行く事あったが、すぐに帰宅。その後も２度上京、9.12に３度目の上京時、家族が心配し捜索願を提出。9.23栃木警察に保護される。Ｈ17.9.26保健所へ家族が相談。保健師、八戸署員同伴で同日受診し入院となる。

　（入院経過）

　　　入院時は、入院に対しての理解の乏しさみられ、スタッフに対しての攻撃的口調あり、時折、帰宅要求もみられていた。プログラム参加等も拒否が強かった為、参加の必要性を繰り返し説明する事で、徐々に参加出来るようになる。その後は妄想発言・左右された行動もなく、症状鎮静化傾向。ＡＤＬ面は自立・意志疎通も良好であり、療養環境変更の為、東Ａユニットから西Ｂユニットに転入。

　　　現在、高尿酸血症・狭心症・脂肪肝ある為、及川内科より内服薬（サロベール・ヘルべッサー）が２月１日(水)まで処方されており、それ以後は当院で処方・服薬そて頂く事としている。血圧３検とするも安定している。自覚症状も見られない。

　（ケアの方針）

　　　現在、陰性症状がみられ、保清面について理解の乏しさあります。保清面に対して、声掛けを行い、拒否した場合は清潔の必要性について説明していきましょう。また、他患者様との交流なく、臥床傾向である為、ホールに出てくるよう声掛けを行っていきましょう。周囲との交流を深める為、今後ＳＳＴの導入をしていく予定です。

　　　　　食事：全粥・キザミ

　　　　　血圧：３検（水銀）

　　　　　皮膚科：なし

　　　　　作業：Ａグループ

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａユニット～今回は、参加者が５名との事もあり比較的活気のあるＳＳＴを行っています。本田英之様の短期目標について取り上げており、本人は意欲的に発言されています。その発言に刺激され、蛯名勝幸様が一言二言発言されています。本多富美様は表情に活気見られず、発言も消極的な様子伺えています。

・Ａグループ～ウォ―ミングアップでは、患者様の希望により絵文字しりとりを行なっており、楽しまれています。ロールプレイは大下良悦様に自己服薬になっての感想を尋ね、それに対しての意見・感想を述べもらっています。本人は服薬自己管理についての目的について理解の乏しさ伺えていますが、最後には「勉強になりました」と話しています。駒木洋士様は不必要な発言されており、スタッフ介入しています。宮本建蔵様ですが、自分からなかなか意見を述べようとされずにいます。

・Ｂグループ～全員ロールプレイ出来ており、特に指摘される患者様もなくスムーズに行なっています。駒木学様は表情暗く下を向いている事が多いですが、スタッフの話し掛けや促しにはきちんと返答しています。船場幸子様もやや暗い感じでしたが、ウォ―ミングアップで面白い事を話し笑顔見られています。

・Ｃグループ～ウォ―ミングアップでは佐々木みね様が中心となり、小正月について説明されています。ロールプレイでは、津嶋イチ子様と新井圭次様の短期目標について行い、それに対しての意見・感想を述べてもらっています。今回、佐々木香様が見学されていますが、具合が悪いと話し途中退席するも「勉強になりました」と話す事出来ています。

・Ｄグループ～皆様、居眠り・途中退席なく参加出来ています。前回話して頂いた今年の抱負を再確認し、それを踏まえての今月の短期目標設定を決めてもらっています。「早く退院出来るように頑張る」と話している方が多く、そのためにどうしていかなければいけないのかを考えてもらっています。

· Ｅグループ～ロールプレイは「物の貸し借りについて」を行なっています。殆どの方が　　　　　　いけない事と話しています。「あげる」と答えた場合でも、奥寺徹様から　　　　　　は「返す当てがないときはもらわない。後で返せと言われたりしたら困る　　　　　　から」話しています。トラブルになったらどうするのか尋ねても答える方　　　　　　が少なく、認識の薄さが伺えます。

※今後、袴田　隆裕様・石切　久様・板橋　雅勝様のＳＳＴを導入していく予定です。

